
昨年のスタンドアップウィークでは阿部新旅館跡地を利用して
無料野外映画上映を一週間に渡り開催。同じ並びにあるビル
の壁面をスクリーン代わりにし、この石巻のこの夏でしか体験
出来ない映画を体験してもらいます。同場所にては、ベルギー
カフェWb2I caféもオープン。映画を見ながらおいしい食べ物
と飲み物も楽しめます。

石巻工房は復興後も長期に渡り存続できる「地域のものづくり
のための場」として設立されました。
そこでの活動は、周辺住民だけでなく地元の学校の生徒たち
とも恊働。若い学生は復興を通じて街に関わることで、通常の
授業では得られない技能や感性を身につけられます。
期間中は海外からデザイナーを招待し、地元のこどもたちとと
もに楽しみながらものづくりをするワークショップを計画してい
ます。

ワローニャ・ブリュッセル・トゥー・イシノマキカフェ。地元シェフ
阿部久利をベルギー料理担当シェフとして招聘し、日本とベル
ギー間の架け橋となり、石巻の未来を語り合えるカフェにしま
す。本場のベルギービール、ベルギー料理をお楽しみくださ
い。ベルギー人建築家チームによる石巻建築ワークショップ 
(IAW) 展示会を併設します。

復興バーは、天井まで被災して空き物件となっていたバーを
石巻2.0 メンバーや、数人の仲間たちでDIYで改装し、2011年
7月にオープンしました。
わずか５坪ほど、10人も座れば満席となってしまうバーは、店
の外にまで人があふれるほどの賑わいを見せています。
毎晩、世界中から来たお客さんたちの未来への熱い思いが語
られており、ここにしかない交流の場となっています。
スタンドアップウィーク期間中は地元の水産加工会社社長な
ど、日替わりでマスターが変わります。

石巻を様々な側面から見つめ直し、新しい街のあり方を考える
シンポジウム。ランドテーブル形式で、各フィールドで活躍する
石巻人と、問題意識を共有するゲストのトークを中心に、市民
が自由に意見交換する場を目指します。各シンポジウムごとに
テーマが決められゲストが変わります。

7月21日（土）、22日（日）の2日間、石巻市の商店街で、「石巻ブ
ックエイド」一箱古本市を開催します。このイベントに出店され
る店主さんを募集します。
一箱古本市は、一人が一箱分の古本を持ち寄って販売するも
ので、自分で本を選んで値段をつけたり、「◎◎ブックス」「△△
書房」などの屋号を名乗ったりと、一日だけの「本屋さんごっこ
」を愉しめるイベントです。
今回の一箱古本市では、とくに石巻をはじめ宮城県内にお住
まいの方に、「店主さん」になっていただきたいです。
この日は全国から本好きが集まります。
その方々に、これまで大切にされてきた本を手渡してはいかが
でしょう？

レゲエをはじめ音楽がさかんな街、石巻ならではの音楽ライ
ブを野外のステージで開催。
石巻に日本中から元気と熱い音楽を届けにみんなが集まりま
す。昨年はHIFANA、GAGLE、楽団ひとりが登場。

ベガルタ仙台、コルバトーレ女川というサッカーチームの影響
もあり、石巻市民にとって、サッカーは身近なスポーツで
す。被災後、体と動かす場所や機会は少なくなっていま
す。フットボールが持つ力で石巻をかえたい、元気にした
い。石巻を、スポーツの力で新しい形に創り上げていくプ
ロジェクト


